
世界が認めた天才数学者－岡潔 世界が認めた天才数学者－岡潔

・
大
学
を
休
職
し
、
紀
見
村
に
帰
郷

・
本
格
的
に
研
究
を
開
始

19381940

・
「
関
数
の
第
二
種
融
合
法
」
を
発

見
（
第
二
の
発
見
）

・
「
不
定
域
イ
デ
ア
ル
の
理
論
」
が

完
成
（
第
三
の
発
見
）

19461960

・
第
20
回
文
化
勲
章
受
章

1961

・
橋
本
市
初
の
名
誉
市
民
と
な
る

・
講
演
活
動
、
執
筆
活
動
に
力
を
入

れ
始
め
る

1962

・
毎
日
新
聞
に
て
「
春
宵
十
話
」
を

連
載

昭和53年

1978

・
享
年
76
歳
で
生
涯
に
幕
を
お
ろ
す

1949

・
奈
良
女
子
大
学
教
授
に
就
任

1971

・
「
春
雨
の
曲
」
を
始
筆
。
納
得
い

く
ま
で
何
度
も
原
稿
を
書
き
続
け

る
も
未
完
の
ま
ま
と
な
る

1973

・
勲
一
等
瑞
宝
章
受
章
（
現
：
瑞
宝

大
綬
章
）

博
士
の
研
究
は
、
次
第
に
数
学
の
世

博
士
の
研
究
は
、
次
第
に
数
学
の
世

界
か
ら
、
こ
こ
ろ
の
世
界
へ
と
移
っ
て

界
か
ら
、
こ
こ
ろ
の
世
界
へ
と
移
っ
て

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

戦
後
、
日
本
人
と
し
て
の
心
が
、
失

戦
後
、
日
本
人
と
し
て
の
心
が
、
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ
た
博
士
は
、

わ
れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ
た
博
士
は
、

１
９
６
２
年
、
最
後
の
論
文
を
発
表
後
、

１
９
６
２
年
、
最
後
の
論
文
を
発
表
後
、

日
本
の
将
来
を
案
じ
る
か
の
よ
う
に
、

講
演
や
執
筆
な
ど
の
活
動
を
意
欲
的
に

行
い
ま
す
。。

数
あ
る
著
書
の
中
で
、
最
初
の
著
書

数
あ
る
著
書
の
中
で
、
最
初
の
著
書

「
春
宵
十
話
」
は
名
著
と
し
て
今
な
お

「
春
宵
十
話
」
は
名
著
と
し
て
今
な
お

多
く
の
人
々
に
読
み
継
が
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
々
に
読
み
継
が
れ
て
い
ま
す
。

多
変
数
解
析
函
数
論
の
分
野
に
は

多
変
数
解
析
函
数
論
の
分
野
に
は

「
ク
ザ
ン
の
問
題
」
「
近
似
の
問
題
」

「
ク
ザ
ン
の
問
題
」
「
近
似
の
問
題
」

「
ハ
ル
ト
ー
ク
ス
の
逆
問
題
」
と
い
う

「
ハ
ル
ト
ー
ク
ス
の
逆
問
題
」
と
い
う

三
大
難
問
が
あ
り
ま
し
た
。

三
大
難
問
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
難
問
は
、
世
界
中
の
誰
も
が
手

こ
の
難
問
は
、
世
界
中
の
誰
も
が
手

に
負
え
ず
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い

に
負
え
ず
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い

た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
博
士
は

た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
博
士
は

た
っ
た
一
人
で
す
べ
て
の
難
問
を
解
い

た
っ
た
一
人
で
す
べ
て
の
難
問
を
解
い

て
し
ま
い
、
世
界
の
名
だ
た
る
数
学
者

て
し
ま
い
、
世
界
の
名
だ
た
る
数
学
者

た
ち
が
「
Ｏ
Ｋ
Ａ
」
の
名
前
を
研
究

た
ち
が
「
Ｏ
Ｋ
Ａ
」
の
名
前
を
研
究

チ
ー
ム
名
だ
と
勘
違
い
す
る
程
で
し
た
。

チ
ー
ム
名
だ
と
勘
違
い
す
る
程
で
し
た
。

三
大
難
問
を
解
決
す
る
過
程
で
見
つ

三
大
難
問
を
解
決
す
る
過
程
で
見
つ

け
た
「
上
空
移
行
の
原
理
」
や
「
不
定

け
た
「
上
空
移
行
の
原
理
」
や
「
不
定

域
イ
デ
ア
ル
の
理
論
」
な
ど
の
革
新
的

域
イ
デ
ア
ル
の
理
論
」
な
ど
の
革
新
的

な
発
見
は
、
世
界
中
の
数
学
者
か
ら
高

な
発
見
は
、
世
界
中
の
数
学
者
か
ら
高

く
評
価
さ
れ
、
現
在
の
数
学
に
お
い
て

く
評
価
さ
れ
、
現
在
の
数
学
に
お
い
て

も
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

も
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
１
９
６
０
年
に
第

す
。
そ
し
て
、
１
９
６
０
年
に
第
2020
回回

文
化
勲
章
を
受
章
、
そ
の
翌
年
に
は
橋

文
化
勲
章
を
受
章
、
そ
の
翌
年
に
は
橋

本
市
初
の
名
誉
市
民
と
な
り
ま
し
た
。

本
市
初
の
名
誉
市
民
と
な
り
ま
し
た
。

発
見
と
功
績

こ
こ
ろ
の
世
界

岡
潔
博
士
は
、
本
書
で
「
人
の
中
心

は
情
緒
」
と
い
い
、
数
学
や
教
育
に
対

す
る
考
え
方
な
ど
を
訴
え
て
い
ま
す
。

岡
潔
博
士
の
数
学
の
業
績
や
思
想
・
哲

学
の
世
界
は
、
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
深

い
も
の
で
す
。

▲名誉市民表彰時の
岡潔博士

提供：奈良女子大学

▶
京
都
大
学
で
生
徒

が
撮
影

情緒の世界

岡潔博士の著書、「春宵十話」か
ら、有名な一節をご紹介します。

﹁
ス
ミ
レ
は
た
だ

ス
ミ
レ
の
よ
う
に

咲
け
ば
よ
い
﹂

数学をやって何になるのか。と問
われた際の答えとして、有名な一
節です。「意味を求めるのではな
く、自分らしく生きればそれでい
い」という教訓だと解説されます
が、読者の皆さんはどう解釈され
ますか。自分なりに考えてみても
いいかもしれません。

▲春宵十話

終戦

世
界
が
認
め
た
―

天
才

提供：奈良女子大学

博
士
が
数
学
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

博
士
が
数
学
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

粉
河
中
学
校
時
代
の
こ
と
で
し
た
。
在

粉
河
中
学
校
時
代
の
こ
と
で
し
た
。
在

学
中
に
出
会
っ
た
「
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
の

学
中
に
出
会
っ
た
「
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
の

定
理
」
に
深
い
神
秘
感
を
覚
え
、
約
２

定
理
」
に
深
い
神
秘
感
を
覚
え
、
約
２

カ
月
間
図
面
を
書
き
続
け
る
ほ
ど
、
数

カ
月
間
図
面
を
書
き
続
け
る
ほ
ど
、
数

学
に
の
め
り
こ
ん
で
い
っ
た
そ
う
で
す
。

学
に
の
め
り
こ
ん
で
い
っ
た
そ
う
で
す
。

１
９
２
２
年
、
京
都
帝
国
大
学

１
９
２
２
年
、
京
都
帝
国
大
学

（
現
・
京
都
大
学
）

（
現
・
京
都
大
学
）
理
学
部
物
理
学
科

に
入
学
。
試
験
で
出
題
さ
れ
た
難
問
に

に
入
学
。
試
験
で
出
題
さ
れ
た
難
問
に

と
り
か
か
っ
た
博
士
は
、
試
験
時
間
の

と
り
か
か
っ
た
博
士
は
、
試
験
時
間
の

ほ
と
ん
ど
を
使
っ
て
、
そ
の
一
問
を
解

ほ
と
ん
ど
を
使
っ
て
、
そ
の
一
問
を
解

く
こ
と
に
成
功
。
解
け
た
喜
び
で
試
験

く
こ
と
に
成
功
。
解
け
た
喜
び
で
試
験

中
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
で
き
た
」
と
叫

中
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
で
き
た
」
と
叫

び
、
残
り
の
時
間
を
公
園
の
ベ
ン
チ
で

び
、
残
り
の
時
間
を
公
園
の
ベ
ン
チ
で

寝
そ
べ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
時
、

寝
そ
べ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
時
、

数
学
に
自
信
を
持
ち
数
学
科
に
転
科
し

数
学
に
自
信
を
持
ち
数
学
科
に
転
科
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

卒
業
後
は
、
同
大
学
の
助
教
授
に
就

卒
業
後
は
、
同
大
学
の
助
教
授
に
就

任
し
、

任
し
、
33
年
間
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
ま

年
間
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
ま

し
た
。
留
学
中
に
今
ま
で
見
た
中
で
一

し
た
。
留
学
中
に
今
ま
で
見
た
中
で
一

番
難
し
そ
う
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
、

番
難
し
そ
う
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
、

研
究
テ
ー
マ
を
「

研
究
テ
ー
マ
を
「
多多たた

変変へ
ん
へ
ん

数数す
う
す
う

解解か
い
か
い

析析せ
き
せ
き

函函か
ん
か
ん

数数す
う
す
う

論論ろ
ん
ろ
ん
」
の
分
野
に
決
め
、
そ
の
後
の
人
生

」
の
分
野
に
決
め
、
そ
の
後
の
人
生

を
か
け
て
こ
の
難
問
に
立
ち
向
か
い
ま

を
か
け
て
こ
の
難
問
に
立
ち
向
か
い
ま

し
た
。

し
た
。

岡
潔
と
数
学

明治34年

1901

・
大
阪
府
大
阪
市
で
誕
生

・
和
歌
山
県
伊
都
郡
紀
見
村
（
現
：

橋
本
市
柱
本
）
へ
移
住

大正３年

1914

・
粉
河
中
学
校
３
年
生
の
時
に
「
ク

リ
フ
ォ
ー
ド
の
定
理
」
に
出
会
う

1922

・
京
都
帝
国
大
学
理
学
部
物
理
学
科

（
現
：
京
都
大
学
）
に
入
学
。
の

ち
に
数
学
科
に
転
科
。

1932

・
広
島
文
理
科
大
学
助
教
授
に
就
任

・
帰
国

1935

・
研
究
全
体
の
核
心
で
あ
る
「
上
空

移
行
の
原
理
」
を
発
見

（
第
一
の
発
見
）

・
３
年
間
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
へ

・
生
涯
の
研
究
テ
ー
マ
を
「
多
変
数

解
析
函
数
論
」
に
決
め
る

昭和４年

1929 1907

・
柱
本
尋
常
小
学
校
に
入
学

岡
潔
の
人
生

1904

・
粉
河
中
学
校
に
入
学

・
京
都
大
学
の
助
教
授
に
就
任
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